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フ
ォ

1
サ
イ
ス
と
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス

Eコ
I司

高

松

は
じ
め
に

ブ
ル
ン
ナ
l
(何
百
口
∞

E
ロロ

q)

フ
ォ

l
サ
イ
ス
(
司
・
H
，・司。
3
3
r・
H
∞hF
∞'
H
S
H
)
と
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
(
イ
レ
ネ
ウ
ス
、
円
円
g
s
g
w

(
1) 

の
両
者
を
組
織
神
学
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
彼
は
、
フ
ォ

l
サ
イ
ス
を
「
英
国
の
偉
大
な
神
学
者
の
ひ
と
り
」
と

lま

g-HωOBNCN) 

位
置
づ
け
、

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
を
「
第
一
流
の
組
織
神
学
者
」
と
見
て
い
る
。

よ
う
な
定
義
に
立
脚
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
組
織
神
学
者
」
と
は
、

「
[
真
理
の
]
連
関
を
見
る
」

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
対
す
る
評
価
は
、
彼
自
ら
立
て
た
次
の
(2) 

(
島
町

N
C
S
E
E
S
F
E
m
o
ω
各
2
8
)

も
の
だ
と
い
う
定
義
で
あ
る
。

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
思
想
の
背
後
に
は
二
世
紀
の
神
学
者
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
影
響
が
あ
り
、

の
神
学
者
が
そ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
お
。

そ
の
思
想
的
親
近
性
に
つ
い
て
以
下
の
三
人

一、

フ
ォ

1
サ
イ
ス
の
最
大
の
賞
賛
者
(
賞

g件
。
己
注
目
町

qω)
と
知
ら
れ
て
い
る
モ
ズ
リ
(
』
・
同
・
冨

S
F可
)

lま

フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
お

け
る

「
信
仰
」

の
解
釈
の
仕
方
が
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
の
親
近
性
に
た
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
と
っ
て
信
仰
は
真
の
知

識
の
器
官
で
あ
る

(g
。
布
告
。
ご

g
-
E
5草
色
町
0

・
)
。
言
い
換
え
れ
ば
、
信
仰
は
人
格
的
な
神
と
そ
の
救
済
意
志
に
つ
い
て
の
知
識
に
貢



(
4
)
 

献
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

「
彼
[
フ
ォ

l
サ
イ
ス
]
の
思
想
は
『
わ
れ
わ
れ
は
神
な
し
に
神
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』

(
5
2る
$
2
2
3
u
E
E之
宮
ミ
)
と
い
う
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
表
現
の
釈
義
と
し
て
捉
え
て
い
る
)
」
と
モ
ズ
リ
は
言
う
。

一一、

一
九
六

0
年
代
半
ば
の
著
作
同
ミ
N
g
h
S内
の
ミ
ミ
.
h
Sぬ

(
5
8
)
の
な
か
で
、
(6) 

そ
の
思
想
が
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
的
な
枠
組
み
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
も
認
め
て
い
る
。
上
記
の
書
物
の
中
で
、

(7) 

フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
対
す
る
ヒ
ッ
ク
の
見
方
は
健
全
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ヒ
ッ
ク

C
。
『
ロ
回
目
。
宵
)
は
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
を
高

く
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、

二
、
大
宮
痔
は
、

フ
ォ

I
サ
イ
ス
の
キ
リ
ス
ト
論
が
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

「
『
要
約
』
(
『
忠
告
芹
己
主
。
)

の
説
に
近
い
も
の
」

で
あ
る
と

一
一
一
一
口
う
。
換
言
す
れ
ば
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
は
、
人
間
の
歴
史
の
要
約
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

フ
ォ

l
サ
イ
ス
と
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
の
思
想
的
な
共
有
を
究
明
す
る
た
め
に
、
以
下
の
四
つ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
。
第

一、

フ
ォ

1
サ
イ
ス
の
書
物
の
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
つ
い
て
。
第
二
、

ヒ
ッ
ク
が
上
記
の
著
書
で
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の

「
神
義
論
」

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
の
親
近
性
を
探
る
た
め
に
フ
ォ
!
サ
イ
ス
に

に
触
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
妥
当
性
を
究
明
す
る
。
ま
た
、

お
け
る
「
創
造
」
理
念
を
見
て
み
る
。
第
三
、

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
神
学
思
想
、
特
に
「
創
造
」

と

「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

1
シ
ス
」

う
理
念
に
つ
い
て
。
第
四
、

ブ
ォ

1
サ
イ
ス
の
思
想
の
中
に
見
ら
れ
る

と
い
う
理
念
に
つ
い
て
。

「
再
統
合
」

1 

フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
お
け
る
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
言
及

同
円
、
。
話
、
H
E

出注目凡。

hs』守、
Nい
て
ミ
ミ

L
E
R
N
R
(
忌
∞
ω
)
の
著
者
ベ
ネ
デ
ッ
ト
(
戸
田

8
0品
。
拝
。
)
は
、

イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
つ
い
て
の
言
及
が
一
箇
所
し
か
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
)
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
著
書
の
中
に
は
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
箇
所
付
け
加

え
た
い
。

と
し=エ

フオーサイスとエイレナイオス317 



ま
ず
第
一
の
箇
所
は
、
同
封
。

SNh去、
w
g札
忌
?
切
ぬ
の
さ
さ

S
な

(
S
H
吋
)
と
い
う
著
作
の
中
で

「
幼
児
洗
礼
」

に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。

そ
れ
は
新
約
聖
書
の
中
に
は
な
い
。
ー
コ
リ
ン
ト
七
・
一
四
さ
え
も
そ
れ
を
除
外
し

(
叩
)

て
い
る
。
:
:
:
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
(
〉
・
ロ
・
足
。
)
は
幼
児
洗
礼
を
知
っ
て
い
た
」
と
フ
ォ

l
サ
イ
ス
が
述
べ
て
い
る
。
幼
児
洗
礼
を
巡
っ
て

「
幼
児
洗
礼
の
起
源
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

318 

フ
ォ

l
サ
イ
ス
が
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
新
約
聖
書
に
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
新
約
聖
書
に
幼
児
洗
礼
を
可

(
日
)

能
に
す
る
福
音
的
原
理
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

と
の
こ
の
正
し
い
関
係
を
示
す
手
際
」
と
し
て
認
め
て
い
る
。

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
幼
児
洗
礼
を
、

「
全
教
会
と
世
界
に
、
恩
寵
と
信
仰

第
二
の
箇
所
は
、
同
ミ
ミ
ミ
凡
さ
g
h
N
H
Eぬ

3
3ミ
ミ
(
リ
マ
宣

(
H
S
ω
)
と
題
す
る
論
文
所
収
の

「
使
徒
的
伝
承
」

に
関
す
る
論
考
の
中
に
あ

マ
Q

。

「
救
い
を
も
た
ら
す
真
理
の
使
徒
性

(ω
志
位
。

-Eq)
を
保
証
す
る
た
め
の
監
督
職

(3-R。
宮
古
)
と
い
う

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
[
の
時
代
]
に
最
高
潮
に
達
し
鳩
」
。
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
次
の
よ
う
に
伝
承
の
真
実
性
が
司
教
の
継
承

(U) 

に
あ
る
と
見
て
い
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

フ
ォ
1
サ
イ
ス
の
上
記
の
見
方
は
適
切
で
あ
る
と
思
わ

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
言
う
。

使
徒
伝
承
は
、

れ
る
。

全
世
界
で
使
徒
た
ち
の
伝
承
は
明
ら
か
で
あ
り
、
:
:
:
そ
し
て
私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
教
会
で
、
使
徒
た
ち
に
よ
っ
て
司
教
と
し

て
立
て
ら
れ
た
人
々
、
ま
た
そ
の
継
承
者
を
私
た
ち
の
世
代
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
:
:
:
二
人
の

使
徒
ぺ
ト
ロ
と
パ
ウ
ロ
に
よ
っ
て
ロ

1
マ
に
創
立
さ
れ
、
設
立
さ
れ
た
教
会
の
継
承
の
み
を
数
え
あ
げ
、
ま
た
使
徒
た
ち
以
来

(
お
)

の
伝
承
と
、
人
々
に
告
げ
知
ら
さ
れ
た
信
仰
が
司
教
た
ち
の
継
承
に
よ
っ
て
私
た
ち
に
ま
で
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。



2 

フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
お
け
る
「
神
義
論
」
と
「
創
造
」

前
述
し
た
よ
う
に
ヒ
ッ
ク
C
。
甘
口
出
片
付
)
は
同
ミ

g
h
Sぬ
の
ミ
ミ

h
Sぬ
(
5
8
)
と
題
す
る
著
書
に
お
い
て
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
神
義
論

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
ヒ
ッ
ク
は
フ
ォ

1
サ
イ
ス
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
預
言
者
の
霊
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
雄

弁
を
も
っ
て
(
己
。

A
5
D
8
8品
名
E
E
m
-
i位。ロ。同町戸間}『。℃
E
2
)
、

(
日
)

勃
発
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
た
同
時
代
の
人
々
に
講
演
し
た
」
と
ヒ
ッ
ク
は
言
う
。
こ
の
評
価
は
ヒ
ッ
ク
が
、
同
封
筒

'~S円
S
Sミ
ミ
ミ

cミ

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
悪
魔
的
な
邪
悪
に
属
す
る
[
第
一
次
世
界
]
大
戦
の

(
5
5
)
と
い
う
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
著
作
の
内
容
に
触
れ
る
際
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ッ
ク
の
上
記
の
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
フ
ォ

l
サ

イ
ス
へ
の
言
及
の
妥
当
性
を
究
明
し
て
み
よ
う
。

」
こ
で
は
、
神
義
論
を
巡
る
信
仰
の
姿
勢
と
し
て
の

「
神
中
心
的
信
仰
」

「
神
義
論
の
内
容
」
、

そ
し
て

「
フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
お
け
る

と

創
造
」

に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

(
1
)
神
中
心
的
信
仰

信
仰
は
世
界
の
秩
序
か
ら
起
こ
ら
な
い
。
信
仰
は
、

命
的
な
死
、

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
お
い
て
、
最
も
激
し
い
危
機
、
最
も
大
き
な
戦
争
、
最
も
致

(口)

そ
し
て
世
界
が
知
っ
て
い
た
最
も
深
い
墓
か
ら
生
じ
る
と
フ
ォ
!
サ
イ
ス
は
考
え
て
い
る
。
ヒ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
フ
ォ

l
サ

「
後
の
カ

l
ル
・
バ
ル
ト
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
中
心
的

(nEω58豆
の
)
思
酔
)
」
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

(
印
)

「
神
中
心
的
」
(
ゴ
足
。

8
ロ
尽
の
)
信
仰
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

イ
ス
の
思
想
を
、

フ
ォ
!
サ
イ
ス
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、

フオーサイスとエイレナイオス319 



モ
ズ
リ
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
、
人
間
中
心
の
危
険
な
思
想
が
蔓
延
し
て
、
神
を
人
間
の
立
派
な
将
来
性
(
ち
ωω
目立
-52)

め
の
代
理
者
と
理
解
し
た
時
代
で
あ
っ
(
か
)
。

の
実
現
の
た

題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
を
「
道
徳
的
失
敗
」

フ
ォ
!
サ
イ
ス
は
同
出
向

'
E
A誌
の
お
町
民
ミ
ミ

cミ
(SH∞
)
の
第
六
章
に
お
い
て
教
会
の
失
敗
の
問

(
B
2
m
-
E
E
M
)
と
名
づ
け
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
神
不
在
の

320 

(向。色。

g)
利
己
主
義
的
・
人
間
中
心
的
信
仰

(
S
P
5
3
2ロ可
W
E
-
-柱
。
ロ
)
を
癒
せ
な
か
っ
た
と
い
う
教
会
の
問
題
で
あ
る
。
人
間
中

心
的
信
仰
に
お
い
て
は
、
神
の
行
為
が
、
人
の
う
ち
に
革
命
を
起
こ
す
こ
と
で
も
、
新
し
い
創
造
、
新
生
、
絶
対
的
な
あ
が
な
い
を
も
た
ら

「
神
は
人
間
の
助
け
手
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
お
方
で
は
な
く
、
真
の
意
味
で
の
購
罪
者
で
は
な
く
、
た
だ
比
除

的
な
意
味
で
の
購
罪
者
に
す
ぎ
な
凶
)
」
。
彼
は
詩
篇
二
三
篇
と
五
一
篇
を
あ
げ
て
、
人
間
中
心
的
信
仰
と
神
中
心
的
信
仰
を
対
比
し
て
い
る
。

す
も
の
で
は
な
い
。

人
間
中
心
的
信
仰
の
第
一
の
関
心
は
、
人
間
を
助
け
る
神
と
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
で
あ
り
(
一
二
二
篇
)
、

そ
れ
は
主
観
的
ヒ
ュ
!
マ

ニ
ズ
ム

(ω
ロσ]ゅ
の
民

ι
S
F
Eロ
ω巴
ω
E
)

に
終
わ
る
。
し
か
し
、
神
中
心
的
信
仰
は
、
神
を
絶
対
的
に
礼
拝
す
る
人
間
と
共
に
歩
む
神
に
第
一

の
関
心
が
あ
る
(
五
一
篇
)
。
神
中
心
的
信
仰
は
、
第
一
に
神
に
栄
光
を
帰
し
、
神
の
御
名
を
崇
め
る
。
フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
と
っ
て
最
も
顕

(
お
)

著
な
特
徴
は
、
第
一
の
関
心
を
「
聖
な
る
も
の
の
絶
対
的
な
優
位
」
(
与

g
E
g
g
-
)
5
5
m
w
q
。
ご

FOE-可
)
あ
る
い
は

(M) 

(
古
門
戸

BmwQ
丘
町
。

-zgω)
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、

「
聖
性
の
首
位
権
」

フ
ォ

l
サ
イ
ス
が
神
中
心
信
仰
を
巡
っ
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
伝
統
の
線
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る

「
聖
性
」

の
強
調
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

」
の
モ
チ
ー
フ
は

「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
」

の
伝
統
か
ら
得
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
神
学
的
思
索

に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
お
)

グ
ッ
ド
v

ワ
イ
ン
(
己
5
B
B
。
。
急
豆
ロ
)
か
ら
得
て
い
る
。

は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
よ
う
に
「
聖
書
」

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
聖
性
の
強
調
を
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
神
学
者
ト
マ
ス

セ
ル
(
旨
吉
岡
】
・
明

-
Fロ
)
に
よ
れ
ば
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
お
け
る
聖
性
の
強
調
は

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
神
学
的
研
究
に
よ
る
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
聖
性
の
強
調
の
根
拠
を
「
聖
書
」

に
置
い

て
い
る
。

「
神
の
聖
性
」
を
主
題
と
し
て
い
る
の
ミ
忌
内
旬
。
守
司
令
忌
ミ
(
毘
也
吋
)
と
い
う
著
作
の
冒
頭
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
聖
書
の
中
か
ら

聖
性
の
理
念
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



新
約
聖
書
に
お
い
て
神
の
名
と
そ
の
理
念
は
単
に
「
わ
れ
ら
の
父
」
(
。

R
g
p
o『)
で
な
く
、

「
わ
た
し
た
ち
の
主
、
救
い
主

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
な
る
神
」
(
任
。
の
急
自
己
忠
吾

q
色
。

R
H
b
E
S
ι
r
i。
R
』

2
5
n
rユ巳・)

て
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
の
祈
り
は

「
聖
な
る
父
よ
」

し
た
が
っ
(
お
)

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
神
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
の
中
心
的
思
想
で
あ
っ
た
。

で
あ
る
。

実
際
的
に
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
言
う
神
中
心
的
信
仰
は
、
神
と
人
間
と
の
人
格
的
関
係
に
適
用
さ
れ
う
る
。

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
契

つ
ま
り
、

約
神
学
的
思
想
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
一
言
う
。

「
聖
な
る
も
の
は
神
の
正
義
の
愛
に
お
い
て
、
人
間
の
真

心
の
こ
も
っ
た
(
巧
司
自
)
良
心
を
呼
び
集
め
、
人
間
の
道
徳
的
心
を
呼
び
集
め
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
全
人
、
全
魂
、
全
人
格
を
要
求
す
る

(
幻
)

(
の
包

-zm同
。
『
任
命
巧
『
。
]
ゆ

B
g
w
d弓}回。円。
ω
。
巳
・
任
。
当
}g-o
官。吋
ω
。
ロ
己
目
守
・
)
。
・
・
・
・
・
・
そ
れ
は
信
仰
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
応
答
を
要
求
す
る
」
。

同
様
に
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
神
学
者
エ
イ
ム
ズ
(
巧
邑
O
B
旨

5ω)
は
主
著
同
出
向
ミ
ミ
さ
さ
ミ
吋
暑
さ
円
。
h
y

の
第
三
章
に
お
い
て
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル

の
聖
な
る
方
、
主
に
真
実
を
も
っ
て
頼
る
」

(
イ
ザ
ヤ
一

0
・二

O
)
と
い
う
聖
書
の
言
葉
を
た
よ
り
と
し
つ
つ

で
あ
り
、

(ω
ロ
印
。
件
。
同
再
5
4司}戸。-。

「
信
仰
」
を
定
義
し
て
い

る

「
信
仰
と
は
、
命
と
永
遠
の
救
い
の
作
者
で
あ
り
た
も
う
神
に
心
を
お
く
こ
と
」

「
全
人
の
行
為
」

白
山
口
)

で
あ
る
。

(2)
神
義
論
の
内
容

既
述
の
よ
う
に
ヒ
ッ
ク
は
、

一
九
六

0
年
代
の
半
ば
ご
ろ
、

し
た
。

こ
れ
は
、

フ
ォ

1
サ
イ
ス
の
神
義
論
を
「
預
言
者
の
霊
的
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
も
の
と
評
価

(
m
m
)
 

ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
的
思
弁
と
は
異
な
る
面
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ッ
ク
は
岡
市
注
目

S
札
忌
内
の
ミ
ミ

h
g内
(
5
8
)
の
な
か

で、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
神
義
論
の
核
心
を
捉
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
妥
当
性
を
考
察
し
て
見
ょ
う
。

フオーサイスとエイレナイオス321 



ま
ず
第
一
に
、

ヒ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
言
う
「
神
義
論
」

の
核
心
に
触
れ
て
い
る
。
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彼
[
フ
ォ

1
サ
イ
ス
]
は
、
蹟
い
主
が
深
淵
か
ら
人
類
を
救
出
し
た
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
が
罪
と
戦
っ
て
打
ち
勝
っ
た
も
の
と

見
な
し
た
。
こ
の
行
為
が
神
義
論
と
い
う
神
の
偉
大
な
業
を
構
成
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
類
の
悪
の
中
へ
の
神
の
救
済
的
な
参

与
に
よ
っ
て
、
人
間
に
つ
い
て
の
神
の
義
認
(
出
宮
古
色
5
2
t。
ロ
。
片
岡

(
国
佐
官

ω呂
g
位
。
ロ
え
回
目
B
8
5
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
唯
一
の
可
能
な
神
義
論
は
購
罪

(
ω
Z
5
B
g
c

は
同
時
に
あ
の
悪
に
関
し
て
御
自
身
の
義
認

であ(加)」。

前
述
の
箇
所
で
は
、

ヒ
ッ
ク
が

「
神
の
自
己
義
認
」
(
。
。
与
が

REZω
患
の
色
。
ロ
)
と
、

「
購
罪
」
を
土
台
と
し
て
い
る
神
義
論
を
承
認
し

て
い
る
。

ヒ
ッ
ク
は

「
神
の
自
己
義
認
」
と
い
う
概
念
の
詳
細
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
概
念
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

フ

オ
ー
サ
イ
ス
は
信
仰
義
認
と
神
義
論
、

そ
の
両
者
の
根
底
に
「
神
の
自
己
義
認
」
と
い
う
理
念
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
神
が
ご
自
身

を
義
と
す
る
と
い
う
意
味
の
神
の
自
己
義
認
は

「
十
字
架
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
十
字
架
と
関
係
が
あ
る
の
か
。

そ
の
理
由

は
、
神
み
ず
か
ら
さ
さ
げ
も
の

(ω
己片目。同
q
E
m
)
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ど
ん
な
人
間
の
理
由
づ
け
も
御
子
に
つ
い
て
の
神
の
処
置
を

越
え
て
、
神
を
義
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
は
ご
自
身
を
義
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
神
は
人
間
に
、
ご
自
身
と
共
に
万
物
を
与
え
る
ほ

ど
、
御
子
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
邪
悪
な
人
間
に
対
し
て
、
神
み
ず
か
ら
さ
さ
げ
も
の
に
な
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
聖
な
る
御
名
に
対

し
で
も
そ
う
し
た
。
人
間
を
義
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
神
を
も
義
と
し
た
場
所
が

「
十
字
架
」

で
あ
る
。
十
字
架
上
で
、
正
義
の
神
は
行
為

者
と
な
り
、
受
難
者
と
な
っ
た
。
大
木
英
夫
が

え
』
を
み
鳩
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
「
全
宇
宙
と
と
も
に
神
の
す
べ
て
の
摂
理
を
義
と
し
、
全
宇
宙
の
問
題
を
解
決

す
碍
」
鍵
は
十
字
架
に
あ
る
と
考
え
た
。
フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
と
っ
て
十
字
架
は
「
世
界
に
お
け
る
神
の
唯
一
の
自
己
義
認
で
あ
的
」
。
逆
に

い
え
ば
、
「
フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
と
っ
て
唯
一
の
妥
当
な
神
義
論
は
神
の
自
己
義
認
で
あ
槌
」
。

「
フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
歴
史
の
神
義
論
的
問
い
の
『
答



フ
ォ

l
サ
イ
ス
が
提
示
し
て
い
る
信
仰
に
よ
る
「
実
践
的
」
な
解
決
方
法
を
承
認
し
て
い
る
。
。

(
お
)

フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
神
義
論
に
対
す
る
問
題
は
回
答
者
を
信
頼
し
、
勝
利
者
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
ヒ
ッ
ク
は

こ
の
よ
う
な
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
「
信
仰
に
よ
る
解
決
」
を
、
理
論
的
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
「
実
践
的
解
決
」
と
見
て
い
る
。
こ
の
見
方
も
健

ま
た
、

ヒ
ッ
ク
は
悪
の
問
題
に
対
し
て
、

全
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
哲
学
的
な
神
義
論
を
拒
否
し
て
、
次
の
よ
う
に
実
践
的
な
方
法
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
世
界
の
和
解
に
つ
い
て
た
だ
先
見
者

(
8
2
)
で
な

く
代
行
者

(
k
k
g乙
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
神
を
信
頼
す
る
絶
対
的
土
台
を
も
勾
」
。
ホ
ー
ル
(
の
め
。
認
。
出
色
)
は
、

守門
NhAミ
ミ
忌
内
同
討
さ
向
。
題
応
、
、
・
丹
、
。
3い
E
P
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、
「
神
に
つ
い
て
の
理
性
的
な
擁
護
が
あ
り
得
な
い
故
に
、
す
べ
て
の

知
的
な
努
力
は
失
敗
す
る
運
命
に
な
っ
て
い
る
と
フ
ォ
1
サ
イ
ス
は
信
じ
た
。
:
:
:
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
解
決
は
生
き
た
信
仰
の
実
践
的

(
犯
)

領
域
の
中
で
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。
ホ

1
ル
の
見
方
は
、

「
わ
れ
わ
れ
は
幻
で
な
く
命
令

(
S
E
E
m自
己
)
を
も
つ
お
方
を
信
頼
す
る
。一

九
六
六
年
の
時
点
に
お
け
る
ヒ
ッ
ク
の
も
の
と
共
通
す
る
。

ク
の
見
方
も
こ
の
線
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

(3) 
フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
お
け
る
「
創
造
」

神
の
継
続
的
創
造
と
い
う
概
念
の
中
に
、

フ
ォ

1
サ
イ
ス
と
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
の
思
想
的
親
近
性
が
見
ら
れ
る
の
で
、

」
れ
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
人
間
に
対
す
る
神
の
継
続
的
創
造
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
救
い
の
経
給

(
σ
8
8
B可
)

は
宇
宙
の
運

動
の
原
理
と
な
る
。
自
然
は
、
他
の
面
で
鍵
を
持
っ
て
い
る
救
い
の
草
稿
に
す
ぎ
な
い
が
、

(
鈎
)

程

(
Z
D
m
℃『。のめ
ωω

。
T
M
B
m
E。
ロ
)
を
頂
点
に
す
る
た
め
に
見
出
さ
れ
た
」
。

「
績
罪
的
な
意
味
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
臆
い
の
永
遠
の
行
為
は
創
造
の
長
い
過

「
創
造
」
思
想
は
、

「
継
続
的
な
意
味
」

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の

ヒ
ッ

フオーサイスとエイレナイオス
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ま
ず
、
継
続
的
な
意
味
と
し
て
、

「
第
一
の
創
造
」
缶
詰
丹

Q
g民
。
ロ
)
と

「
第
二
の
創
造
」

(ω2。
E
Q
g位
。
ロ
)
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
前
者
は
原
初
的
創
造
を
、
後
者
は

「
到
来
し
た
」

(REse
創
造
を
意
味
す
る
。

「
第
一
の
創
造
に
対
す
る
鍵
は
第
二
の
創
造

324 

に
あ
る
。
第
一
の
創
造
は
第
二
の
創
造
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
:
:
:
第
一
の
創
造
は
第
二
の
創
造
の
預
言
で
あ
り
、
第
二
の
創
造

は
悲
劇
的
に
『
到
来
し
た
』

(ωEse
第
一
の
創
造
で
あ
っ
前
)
」
と
彼
は
言
う
。
第
一
の
創
造
で
は
受
動
的
な
(
宮

EZ)
混
沌
と
の
対

抗
(
。
志
。
包
位
。
ロ
)
が
あ
っ
た
が
、
第
二
の
創
造
で
は
能
動
的
な
(
室
町
。
)
被
造
物
の
対
抗
が
あ
つ
が
)
。
前
者
は

昨・

2色
。

B
)
の
領
域
で
あ
る
が
、
後
者
は

「
霊
的
で
あ
り
聖
な
る
自
由
」

(ω
立
ユ
Zmwyv。
守
時

2
【目。

B
)
の
領
域
で
あ「
る§道
。徳

的
自
由

(日。

s-

ガ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の

「
創
造
」
思
想
は

「
噴
い
」

(円。品。日目}民。ロ)

の
光
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
う
る
。
厳
密
に
い
え

ば
、
こ
の
場
合
の
創
造
と
は

「
第
二
の
創
造
」
も
し
く
は

「
新
し
い
創
造
」

(54司
Q
g
t。
ロ
)
と
理
解
し
た
方
が
よ
い
。

と
い
う
の
は
、
第

フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
被
造
物
を
購
う
(
諸
島
2
B
)
こ
と
は
第
一
の

(
H
H
)
 

創
造
よ
り
も
っ
と
創
造
的
な
行
為
で
あ
り
、
購
う
こ
と
は
全
能
の
神
の
で
き
る
最
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
神
の
全
能
は

二
の
創
造
が
噴
い
の
概
念
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
キ
リ
ス

ト
」
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
、
十
字
架
と
聖
霊
と
い
う
道
徳
的
資
源
に
よ
っ
て
、
聖
性
の
高
価
な
、
必
然
的
な
行
動

(g巳
q
s
ι
E
2
5
z。

(
必
)

R
E
S
え

Z-zgω)
と
し
て
表
れ
る
。
彼
の
思
想
の
な
か
で
は
、
第
一
の
創
造
よ
り
「
も
っ
と
強
力
で
あ
り
驚
嘆
す
べ
き
、
神
秘
的
な
」

(
E
m
g
w
E
g
o
-。
F
E
S早
急
。
日
)
も
の
と
し
て
、

「
噴
い
」
を
伴
う
創
造
が
あ
る
。

そ
れ
が
、

「
新
し
い
創
造
」

(ロ命者。円。
ω位
。
ロ
)

で
あ
る
。
「
キ
リ
ス
ト
と
結
ぼ
れ
る
人
は
だ
れ
で
も
、
新
し
く
創
造
さ
れ
た
者
な
の
で
す
」

(
H
コ
リ
ン
ト
五
・
一
七
、
新
共
同
訳
)
。
新
し
い
人
類

は
究
極
的
に
聖
な
る
贈
い
主

(g守
HNaooBq)
の
行
為
の
中
に
存
在
す
る
。

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
一
一
百
う
。

「
第
一
の
創
造
の
後
ろ
と
内
部

に
は
も
っ
と
大
き
な
創
造
と
し
て
第
二
の
創
造
が
常
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
第
一
の
創
造
よ
り
方
法
の
面
に
お
い
て
よ
り
大
き
な
も
の
で
あ

(
幻
)

そ
れ
は
信
仰
に
お
け
る
新
し
い
創
造
(
号
巧

Q
g
t。
ロ
)
で
あ
る
」
。
新
し
い
創
造
の
源
泉
(
任
。
∞
。
g
Rゆ
え

F
o
z。当
n
B色
。
ロ
)

(
必
)

は
十
字
架
に
あ
明
、
噴
い
主
は
「
新
し
い
創
造
主
」

(
Z。
巧
わ
志
向
洋
ミ
)
で
あ
る
。
人
聞
が
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
新
し
い
創
造
に
参
与
す
る

っ
た
。



時
、
人
間
は
そ
れ
と
同
時
に
十
字
架
の
危
機
に
到
達
す
る
第
一
の
創
造
の
成
就
に
参
与
す
持
。

「
絶
え
間
な
い
新
し
い
創
造
と
そ
の
喜
び
」

(
8
5
S
E
ロ

2
3色
。

E
E
-乏
し
町
一
)
が
あ
る
。
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
鋭
い
洞
察
で
あ
る
。

意
味
深
い
こ
と
は
、
彼
が
創
造
を
神
義
論
的
に
思
索
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
創
造
の
ほ
う
に

フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
神
の
側
で
は

「
神
の
義
」

と
結
び
つ
く
特
徴
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
言
う
。

「
第
二
の
創
造
は
少
な
く
と
も
第
一
の
創
造
の
よ
う
に
広
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
世
界
の
た

め
の
新
鮮
な
義
の
行
為
(
自
主
丘
一
昨

g
Fユ
m
Z
2
8
2
ω
)、
:
:
:
と
り
わ
け
義
(
ロ
マ
一
・
一
七
)
を
も
っ
た
創
造
的
な
こ
と
で
あ
っ
校
」
。

ま
た
、
も
う
一
箇
所
で
神
義
論
的
思
考
の
極
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
然
的
自
由

(
E
E
S
]
片
足
。
念
日
)

の
乱
用
と
破
滅
か
ら
は
、
人
間
に
つ
い
て
の
義
認
に
お
け
る
神
の
弁
護
守
宮
色
付
注
。
ロ
)

を
も
っ
て
、
神
の
子
ら
の
超
自
然
的
自
由
(
皇
宮

B
S
E
E
-
t
O
3
)
が
あ
ら
わ
れ
る
。
す
べ
て
に
対
す
る
義
認
は
、
十
字
架

(
日
)

で
あ
る
。

の
奇
跡
的
思
寵
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
神
の
義
(
ユ
m
Z
8
5
5
2
)

こ
こ
で
は
、
自
然
的
自
由
が
第
一
の
創
造
の
領
域
を
、
超
自
然
的
自
由
が
第
二
の
創
造
の
領
域
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
う
る
。
こ
の

よ
う
に
創
造
が
深
く
神
義
論
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、

ヒ
ッ
ク
の
見
方
は
妥
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ト
の
蹟
い
の
業
に
お
け
る
創
造
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

「
神
の
継
続
的
創
造
」

(M) 

に
関
し
て
思
索
し
た
と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ォ

1
サ
イ
ス
が

の
な
か
で

「
キ
リ
ス

ヒ
ッ
ク
は
、
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3 

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
神
学
思
想

大
木
英
夫
に
よ
れ
ば
、

れ
る

「
救
済
史
」

RP 
応
すエ
るイ
歴レ
史ナ
的イ
構オ
想ス
がの
あ主
る§著

『
異
端
反
駁
』

の
神
学
思
想
は
歴
史
神
学
で
あ
る
。
そ

」
に
は
聖
書
の
中
に
見
い
だ
さ

ラ
イ
オ

l
シ
ス
」

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
お
け
る
人
間
の
創
造
と
「
ア
ナ
ケ
フ

と
い
う
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
(
但
し
、
こ
こ
で
は
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
思
想
の
全
貌
を
み
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
中
心
に
し
て
、

ア

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
思
想
と
の
親
近
性
に
限
っ
て
見
て
み
た
い
)
。

(
1
)
 
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
お
け
る
「
人
間
創
造
」

ま、ず、

(
日
)

「
神
の
像
」

(ga。
)
と
「
神
の
似
姿
」
(
低

B
E
E。
)
の
区
別
に
つ
い
て
、
『
異
端
反
駁
』

の
中
で
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

神
は
す
べ
て
に
お
い
て
首
位
性
(
℃
ュ

R-3-Eω)
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
方
た
だ
お
ひ
と
り
が
造
ら
れ
ざ

で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
に
と
っ
て
、
こ
の
方
ご
自
身
が
存
在
す

る
方
(
宮
内
ゅ
の
宮
ω)

で
あ
り
、
万
物
の
最
初
の
方
(
℃
ユ
。
円
)

る
た
め
の
原
因
だ
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
次
の
よ
う
な
働
き
を
通
し
て
、
造
ら
れ
、
形
成
さ
れ
た
人
間
は
、
造
ら
れ
ざ
る
神
の
像

(
貯
)

(
E
g向
。
)
と
似
姿

(ω
百
臣
官
色
。
)
に
か
た
ど
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
二
つ
の
区
別
に
は
神
学
的
意
味
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
子
を
「
か
た
ち
」

(ga。)
に
結
び
つ
け
、
聖
霊
を

「
類
似
性
」



(巴

E
E
E色
。
)
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
鳥
巣
義
文
に
よ
れ
ば
、

は
、
人
間
に
お
い
て
は
肉
体
、

お
よ
び
理
性
、

「
か
た
ち
」

は
、
そ
れ
を
受
け
た
人
聞
が
霊
的
で
完
全
な
も
の
に
な
る
た
め
の
不
可
欠
の
要

(
回
)

素
、
す
な
わ
ち
、
肉
体
の
救
い
を
最
終
的
に
完
成
す
る
神
の
本
性
と
し
て
の
「
不
死
性
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ォ

l
サ
イ
ス
に

自
由
、
自
律
性
と
い
っ
た
本
性
に
見
出
さ
れ
、

「
類
似
性
」

お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
厳
密
な
概
念
規
定
は
み
ら
れ
な
い
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
と
っ
て
人
間
は
次
の
よ
う
な
「
未
熟
な
存
在
」

(
5
5巳
E
R
g
-口
問
)

で
あ
る
。

神
の
方
は
初
め
の
頃
に
も
、
人
に
完
全
さ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
方
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、

そ
れ

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
受
け
て
も
つ
か
み
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、

(
問
)

か
っ
た
の
で
あ
る
。

っ
か
ん
で
も
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
神
の
子
は
、
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
ゆ
え
で
は
な
く
、
人
聞
が
未
熟
な
存
在
で
あ
っ

(ω) 

た
ゆ
え
に
、
人
間
と
と
も
に
未
熟
な
存
在
と
な
り
、
人
間
が
彼
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の
よ
う
な
形
で
受
け
ら
れ
た
(
受
肉
)
。
『
使
徒

エ
デ
ン
の
園
の
中
で
ア
ダ
ム
と
エ
パ
の
考
え
が
、

「
無
邪
気
で
子
供

た
ち
の
使
信
の
説
明
』
の
第
一
四
章
に
お
い
て
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
、

(
臼
)

の
よ
う
だ
つ
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
は
初
め
に
は
小
さ
な
者
と
し
て
そ
の
識
別
能
力
が
未
発
達
で
あ

(
位
)

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
生
は
漸
進
的
な
霊
的
成
長
の
過
程
で
あ
る
。

御
父
が
決
定
し
、
命
じ
ら
れ
る
。
御
子
が
実
行
し
、
形
造
る
。
御
霊
が
養
い
、
成
長
さ
せ
る
。
実
に
人
間
は
少
し
ず
つ
前
進

に
、
完
全
へ
と
到
達
す
る
、
す
な
わ
ち
、
造
ら
れ
ざ
る
方
に
非
常
に
近
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
こ
う
し
て
、
人
間
は

ま
ず
初
め
に
造
ら
れ
、
造
ら
れ
た
も
の
と
し
て
成
長
し
、
成
長
し
た
も
の
と
し
て
強
め
ら
れ
、
:
:
:
栄
光
あ
る
も
の
と
さ
れ
た

フオーサイスとエイレナイオス32プ



(
町
山
)

も
の
と
し
て
自
分
の
主
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
の
よ
う
に
、
不
完
全
か
つ
未
成
熟
な
被
造
物
と
し
て
造
ら
れ
た
人
間
は
、
善
と
悪
が
混
在
し
て
い
る
世
界
の
中
で
、
霊
的
・
道
徳
的

発
展
と
成
長
を
経
て
完
成
に
至
る
。

ヒ
ッ
ク
は
、

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
が
創
造
に
二
段
階
の
区
別
を
つ
け
た
と
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
に
お
い
て
、
人
間
は
道
徳

的
・
霊
的
発
展
の
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
知
的
動
物
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
段
階
で
は
、
人
間
は
自
己
の
自
由
な
応
答
に

(
臼
)

よ
り
、
人
間
的
動
物
か
ら
「
神
の
子
ら
」
へ
と
徐
々
に
変
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
区
別
で
あ
る
。
フ
ォ

1
サ
イ
ス
が
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
異

な
る
点
は
臆
い
の
強
調
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ヒ
ッ
ク
は
言
う
。

「
古
代
の
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
的
な
主
題
に
対
す
る
フ
ォ
!
サ
イ
ス
の
寄

与
は
、
人
間
に
対
す
る
神
の
目
的
が
自
然
的
進
化
の
結
末
で
は
な
く
、
超
自
然
的
な
贈
い

う
独
創
的
な
意
識
を
想
起
さ
せ
た
こ
と
で
あ
碕
」
。

(ω己完
B
ω
z
s
-
3品
。
目
立
目
。
ロ
)
に
属
す
る
と
い

(2) 
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

I
シ
ス
」

ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
さ
れ
た
、

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
神
学
に
お
い
て
「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
」
(
岱
〈

2
g
a
y
s
$
9の
5
2
1
z
z
t。
)
と
い
う
概
念
は
中
心
的
な
テ
ー

マ
で
あ
持
。
「
ア
ナ
ケ
フ
ア
ラ
イ
オ

l
シ
ス
」
は
、
エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙
一
章
一

O
節
に
、
神
は
天
に
あ
る
も
の
地
に
あ
る
も
の
を
、
キ
リ

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
さ
し
て
い
的
。
鳥
巣
義
文
は
、
こ
の
言
葉
の
用
例
か
ら
「
要

(
m
m
)
 

「
成
就
」
と
い
う
意
味
を
見
出
し
、
こ
の
理
念
を
二
つ

「
遣
り
直
し
」
、

「
修
復
」
、

そ
し
て

「
完
成
」
な
い
し

約」、分
け「
て再
い統
る8括

充
満

一
つ
は
、
御
子
の
受
肉
に
よ
る
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
救
済
史
の
完
成
段
階
に
お
い
て
御
子

に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
終
末
論
的
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ
1
シ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
の
み
を
考
え
て
み
る
。



万
物
を
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
す
る
主
体
は
、
御
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
し
て
、
御
子
の
人
類
に
対
す
る
救
い
の
経
論

は
受
肉
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
る
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
次
の
テ
キ
ス
ト
で
受
肉
の
有
す
る

「
救
済
史
的
意
義
」
を
表
し
て
い
る
。
特
に
、

「
人
間
の
長
い
歴
史
を
自
ら
の
う
ち
に
再
統
合
し
た
」

と
い
う
表
現
は
、
後
述
す
る
フ
ォ

1
サ
イ
ス
の

「
道
徳
的
再
統
合
の
歴
史
」
と
い
う

表
現
と
親
近
性
が
見
ら
れ
る
の
で
注
目
に
値
す
る
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
言
う
。

彼
[
み
こ
と
ば
]
は
あ
る
時
に
受
肉
し
、
人
と
な
っ
た
が
、

そ
の
時
に
は
人
間
の
長
い
歴
史
を
自
ら
の
う
ち
に
再
統
合
し
た
。

要
約
し
た
形
で
私
た
ち
に
救
い
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
ア
ダ
ム
に
お
い
て
失
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
神

の
似
像
と
類
似
性
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

(
拘
)

あ
っ
た
。

」
れ
を
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
お
い
て
再
び
受
け
る
た
め
で

前
述
の
箇
所
で
は
、
御
子
が
自
ら
人
と
な
る
こ
と
を
通
し
て
、

ア
ダ
ム
以
来
の
人
類
の
歴
史
を
再
統
合
し
た
と
い
う
意
味
が
重
点
的
に
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
代
教
会
の
神
学
が
十
九
世
紀
の
神
学
と
く
ら
べ
て
い
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
驚
い
た
神
学
者

は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
そ
の
言
葉
を
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

「
救
済
論
の
基
礎
」
と
し
て
み
て
、

て
し
ま
っ
た
巴
B
E
E号
つ
ま
り
不
死
性
へ
の
可
能
性
が
、

ア
ダ
ム
に
よ
っ
て
破
ら
れ

(
九
)

「
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
再
び
と
り
上
げ
ら
れ
、
彼
に
お
い
て
成
就
す
る
」
と
解

釈
し
て
い
る
。

ま
た
、

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
お
け
る
受
肉
の
理
念
に
は
次
の
よ
う
に
「
受
難
」
、

エ
イ
レ
ナ
イ

「
昇
天
」
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

「
復
活
」
、

オ
ス
は
言
う
。

彼
は
神
の
み
こ
と
ば
で
あ
り
な
が
ら
、
父
の
も
と
か
ら
降
っ
て
肉
な
る
人
と
な
り
、
死
に
至
る
ま
で
も
降
っ
て
い
っ
て
、
私
た

フオーサイスとエイレナイオス329 



ち
の
救
い
の
た
め
の
営
み
を
成
就
し
た
の
で
あ
的
。

彼

(
H
。
ハ
ウ
ロ
)
は
、
苦
し
む
こ
と
の
な
い
キ
リ
ス
ト
が
イ
エ
ス
に
下
っ
た
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
イ
エ
ス
自
身
が
キ
リ
ス

330 

ト
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
苦
し
ん
だ
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
が
伏
し
て
ま
た
起
き
た
方
、
こ
の
方
が
下

(
ね
)

っ
て
昇
っ
た
方
で
あ
る
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
、
受
肉
し
た
者
と
受
難
し
た
者
と
復
活
し
た
者
の
同
一
性
、

(
丸
)

性
の
所
有
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
で
、

お
よ
び
、
御
子
に
お
け
る
人
間
性
と
神

人
類
は
御
子
の
受
肉
を
通
し
て
何
を
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
テ
キ
ス
ト
に
は

「
人
類
を
束
縛
す
る
罪
を
そ
の
根
底
か
ら
無
化
す
る
」

よ
う
な
「
再
統
合
」

の
結
果
を
得
る
。

神
の
み
こ
と
ば
が
人
と
な
っ
た
:
:
:
す
な
わ
ち
人
間
と
い
う
昔
の
形
成
物
を
自
ら
の
う
ち
に
再
統
合
し
た
神
で
あ
っ
た
。
彼
が

(
m
m
)
 

そ
う
し
た
の
は
罪
を
殺
し
、
死
を
滅
ぼ
し
、
人
を
生
か
す
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
受
肉
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
「
再
統
合
」

は
、
究
極
的
に
「
神
と
人
と
の
交
わ
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は

『
使
徒
た
ち
の
使
信
の
説
明
』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

こ
の
方
は
ま
た
『
時
の
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
』
す
べ
て
の
も
の
を
再
統
合
す
る
た
め
、
人
々
の
な
か
で
人
問
、

つ
ま
り
見
え
る

も
の
、
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

(
打
)

と
の
交
わ
り
を
も
た
ら
す
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
死
を
滅
ぼ
し
て
生
命
を
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
顕
し
、
神
と
人



以
上
の
よ
う
に
、
御
子
の
受
肉
に
よ
る
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
の
意
味
は
、

「
人
類
に
対
す
る
救
い
の
歴
史
の
再
統
合
」
と
し
て
理

解
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
そ
れ
は
究
極
的
に
「
神
と
人
と
の
交
わ
り
」
を
目
的
に
し
て
い
る
。

4 

フ
ォ

l
サ
イ
ス
に
お
け
る
「
再
統
合
」

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
思
想
の
な
か
に
も
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

1
シ
ス
」
と
い
う
思
想
的
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ
l
シ
ス
」
と
い
う
用
語
は
、
英
語
で
い
う
と
〈
『

2
8
E
E位
。
ロ
〉
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
そ
れ
は

「
再
統
合
」
あ

「
要
約
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

非
常
に
近
い
言
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
的
。
そ
れ
は
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
著
作
か
ら
〈

3
S
1
z
z
t。
ロ
〉
と
い
う
用
語
の
意
味
と

る
い
は

フ
ォ

1
サ
イ
ス
が
吋
』
官
、
3
3
S
S悼
一
色
、
目
。
ミ
ミ

V
S同町砕司法門

(
5
3
)
と
い
う
著

作
に
お
い
て
〈
『
a
E
g
m
E門
戸
。
ロ
〉
と
〈

g
B宮ロ【
HZg〉
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
〈
円
急
百
円
ゆ
m
g
t。
ロ
〉
は

(
乃
)

統
合
」
と
い
う
意
味
を
内
包
し
て
お
り
、
〈

g
E宮口品目。
5
〉
は
「
要
約
的
)
」
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
再
統
合
」
と
い
う
言
葉
の
用
例

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
著
作
同
出
向
、
ミ
8
3
むき
ζ
4
G
R
ミ
.VSMnp一ミ民

(
S
S
)
の
中
に
は
、

(
飢
)

四
箇
所
に
使
わ
れ
て
い
る
。
最
初
に
現
れ
て
い
る
箇
所
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
ケ
ノ

l
シ
ス
説
(
宮
口
。

t
n
p
g弓
)
と
関
連
が

「
再
統
合
」
(
円
注
目
ロ
慰
問
「
色
。
ロ
)
と
い
う
用
語
が 再
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あ
る
。
て
話
す
な
ら
ば
、

「
神
的
理
念
ま
た
は
目
的
の
実
現
に
つ
い
て
話
す
代
わ
り
に
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
神
的
人
格
の
再
統
合
(
吋
注
目

E
O唱
色
。
ロ
)
に
つ
い

よ
り
よ
く
実
情
に
適
合
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ケ
ノ
1
シ
ス
説
を
論
ず
る
時
に
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
党
」
。

332 

ハ
ン
タ
ー
が
い
う
よ
う
に
、

パ
ウ
ロ
や
ぺ
テ
ロ
、

ヘ
プ
ル
人
へ
の
手
紙
の
著
者
、

お
よ
び
パ
ト
モ
ス
島
の
預
言
者
と
共
に
、

キ
リ
ス
ト
の

地
上
の
生
活
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
天
の
生
活
と
対
応
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
世
の
と
り
で
の
外
で
自
己
放
棄

(
B
D
E
n
-
m
E。
ロ
)
の
行

為
が
あ
っ
た
か
ら
、
御
子
の
犠
牲
は
、
彼
が
こ
の
世
に
入
っ
て
来
ら
れ
る
前
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
が
、

(
お
)

(
ω
O
】片目。
E円
)qzm
自
己
無
化
)
と
い
う
理
念
に
含
ま
れ
て
い
る
。
フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、

「
ケ
ノ

l
シ
ス
」

(5三
宮
山
)
す
な

わ
ち
「
自
己
を
空
し
く
す
る
」

そ
れ
は
、

御

子
が
愛
の
全
能
の
行
為
に
よ
っ
て
、
神
の
か
た
ち
な
q
F
)
を
捨
て
て
、
僕
の
か
た
ち
:
:
:
す
な
わ
ち
人
間
性
を
特
色
づ
け
る
道
徳
的
行
動

様
式
(
智

B
。
母
。

E
2包
円
位
。
ロ
)
を
と
ら
れ
が
)
」
と
定
義
で
き
る
。
し
か
し
、
神
性
を
放
棄
し
た
キ
リ
ス
ト
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い

と
考
え
て
、
王
に
ふ
さ
わ
し
く
、
罪
を
贈
わ
れ
る
神
を
も
必
要
と
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
用
い
た
の
が

「
プ
レ

l
ロ
!
シ
ス
」そ
の(
時己、二三，
てコ
十実
字去

充
満
・
完
成
)

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
神
の
ケ
ノ

l
シ
ス
を
も
つ
だ
け
で
、
神
の
プ
レ

1
ロ
1
シ
ス
を
も
た
な
け
れ
ば
、

架
に
お
け
る
、
教
会
に
お
け
る
、
そ
し
て
世
界
の
道
徳
的
戦
争
に
お
け
る
神
の
現
臨
(
の
急
ぱ
℃
『

2
2
8
)
の
意
識
は
、
色
あ
せ
た
も
の
と

(
お
)

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
巡
っ
て
、
ガ
ン
ト
ン
が
著
書
内
守
主

g
h
N
Q
S
Sミ
(
H
S
N
)

の
な
か
で
、

「
わ
れ
わ
れ
は
フ
ォ

ー
サ
イ
ス
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
無
化
は
同
時
に
、
成
就
の
行
為
、
即
ち
、
プ
レ

l
ロ
1
シ
ス
の
行
為
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
言
わ
ね

(
田
山
)

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
意
味
深
い
。
ま
た
、

ハ
ン
タ
ー
の
見
方
は
注
目
に
値
す
る
。

ハ
ン
タ
ー
は
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
言
葉
を
借

「
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
し
た
生
涯
の
成
長
の
物
語
は
、
恐
ろ
し
い
道
徳
的
行
為
に
よ
っ
て
、

(
幻
)

彼
が
人
と
な
る
以
前
の
存
在
様
式
を
、
道
徳
的
征
服
に
よ
っ
て
取
り
戻
す

(
5
8
3弓
)
物
語
と
な
る
」
。
し
か
し
、
元
と
な
る
フ
ォ
!
サ

り
て
プ
レ

1
ロ
l
シ
ス
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

イ
ス
の
言
葉
と
比
較
す
る
と
、

ハ
ン
タ
ー
の
定
義
に
は

「
道
徳
的
再
統
合
の
歴
史
」

(ω

宮
ω吉
岡
.
可
。
問
自
負
包
括
門
田
宮
件
。
賞
m
E
S
)
と
い
う
重
要

ハ
ン
タ
ー
が
プ
レ

1
ロ
!
シ

な
言
葉
が
欠
落
し
て
い
る
。

ハ
ン
タ
ー
が

「
再
統
合
」

の
モ
チ
ー
フ
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ス
の
意
味
と
し
て
引
用
し
た
箇
所
は
、
次
の
よ
う
に
「
再
統
合
」

の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
言
う
(
以
下
、

エ
イ
レ
ナ



イ
オ
ス
の
フ
ォ
1
サ
イ
ス
へ
の
影
響
を
示
す
た
め
に
、
原
文
を
引
用
す
る
)
。

P
E
F
O
}阿
佐
吉
岡
.
可
。
同
行
『
ユ
ωぺ
ω
m
5
1
F
2
p
g
ω
E
ω
件
。
弓
ぇ

5
2包
括
円
山
E
Z
m
E昨日。
P
p
o
E
ω
S
H
.可。同
F
2
5
8
2弓

-s

m
g【
E
m
w
-
H
H
5
5
-
gロ門戸
z
g
y
。同

p
o
目
。
門
目
。
え
ず
包
ロ
拘
同
円
。
B
d司}回目。
}
f
σ
可
印
可
。
Bσ
ロ品。
5
5
R
m
]
何回。
F
r
o
g
B
0・同門戸
ω

円。。。ロ
A
Z
O
ω

円・

キ
リ
ス
ト
の
成
長
の
歴
史
は
道
徳
的
再
統
合
の
歴
史
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

そ
れ
は
漸
進
的
な
道
徳
的
征
服
に
よ
る
彼
の
回
復
の

歴
史
で
あ
り
、

お
ど
ろ
く
べ
き
道
徳
的
行
為
に
よ
っ
て
彼
が
出
て
き
た
[
あ
の
神
の
]
存
在
様
式
の
回
復
の
歴
史
で
あ
る
。

れ
は
再
征
服
で
あ
持
。

そ

「
漸
進
的
受
肉
」

(
鈎
)

(唱さ
mRωω
町。山口
g
B
m凶
位
。
ロ
)
と
い
う
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
受
肉
が
漸
進
的
に
完
成
に
至

っ
た
と
見
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
個
人
的
な
歴
史
が
あ
ら
ゆ
る
経
験
に
よ
っ
て
広
げ
ら
れ
、
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
潜
在
し
て
い
る
神
性
は
、

キ
リ
ス
ト
の
生
命
の
本
性
と
し
て
ま
す
ま
す
力
強
く
な
っ
樋
。
キ
リ
ス
ト
が
自
分
の
生
命
を
捨
て
れ
ば
捨
て
る
ほ
ど
、
彼
は
ま
す
ま
す
神
的

な
魂
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
生
涯
は
、
自
身
の
魂
と
わ
れ
ら
の
救
い
が
十
字
架
と
復
活
と
栄
光
に
お
い
て
完
成
し
た
時
、
頂
点
に
達

し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
が

「
道
徳
的
再
統
合
の
歴
史
」

の
意
味
で
あ
る
。

(2) 
「
要
約
的
」
(
。
。
ョ
吉
一
コ
色
ocω)
と
い
う
言
葉
の
用
例

フ
ォ

l
サ
イ
ス
が

(
g
B唱。ロ門回目。
5)
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
上
記
の

「
道
徳
的
再

「
要
約
的
」

統
合
」

の
概
念
を
使
う
時
、
同
じ
文
脈
に
お
い
て

「
要
約
的
な
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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国

o
d
gロ
σ可
P
H
q
d吾
旦
省
内
窃

Eω
。
巧
ロ
ず
可
ユ

mz・
krωFO
拘

5
項
目
白
旬
。
吋
ω。
ロ
色
。
。
ロ
ω色。ロ
ω口。
ωωFoσ
め
の
自
白
ゅ
の
。
ロ
ω巳。ロ
ω
。同

E
B
8胃
g

p。同日
2
5
-
∞。口。同
(
U

。門
yd司
『
。
}
百
円
四
島
唱
。
d
S
B門田
E
B
8胃件。
σ。
任
。

ω。
ロ
え
吉
川
吉

σ可
ω
g
B
H
)
g告。
5

B。
s-

334 

何回。一喝
}Hmw吋σσ
可
由
。
。
【
目
。
。
ロ
ω丘。
5
。ご
E
B
m
s
-
q
ず命。
ω旨
⑦

ω
g
m
5
0門戸ロ
ω
-
q
gロ
ω色。
5
。
r
-
a
q・

彼
[
キ
リ
ス
ト
]
は
権
利
に
よ
っ
て
自
己
の
所
有
で
あ
っ
た
も
の
を
、
義
務
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
。
個
人
的
な
意
識
の
成
長
に

つ
れ
て
彼
は
神
の
永
遠
の
子
で
あ
る
と
自
覚
す
る
に
至
っ
た
。
神
の
永
遠
の
子
は
、
人
間
性
を
意
識
す
る
神
が
同
様
に
神
性
を

意
識
す
る
人
間
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
要
約
的
な
道
徳
的
行
為
に
よ
っ
て
人
の
子
の
無
力
と
な
っ
た
。

こ
の
箇
所
の

「
要
約
的
な
道
徳
的
行
為
」
と
い
う
言
葉
は
、

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

1
シ
ス
」

の
意
味
に
近
い
と
考

え
ら
れ
る
。

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
そ
れ
を
、

「
現
実
的
か
つ
歴
史
的
生
涯
に
お
い
て
成
就
さ
れ
た
犠
牲
と
勝
利
を
原
理
上
す
べ
て
含
ん
で
い
る

先
行
す
る
行
為
(
胃

2
2
5
H片山の件)」
と
定
義
し
て
い
る
。

前
記
箇
所
は
一
九

O
九
年
の
著
作
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、

一
九
一
六
年
の
著
作
の
な
か
で
も
「
要
約
的
な
行
為
」

(
g
B円高ロ【回目。
5

何

百

件

)

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

そ
の
言
葉
は
、
彼
の
神
学
的
思
索
の
中
で
生
き
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

M
J
E
ぬ

'
~
史
的
門
誌

S
H
S
s
ミ
cミ
(
5
5
)
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

そ
れ
[
キ
リ
ス
ト
教
の
啓
示
に
答
え
る
信
仰

(5-笹

g)]
は
、
全
人
格
(
巧
『
色
。
目
)
0
3
8怠
守
)
が
及
ぶ
一
つ
の
要
約
的
行
為

(。
5
8
B
H河口品目。
g
m
a
)

つ
ま
り
そ
れ
は
、
啓
示
者
の
全
人
格
(
当
『
♀
σ
唱。円
ω。
ロ
)
が
噴
い
主
と
し
て
絶
え
間
な

(
幻
)

く
効
果
を
現
し
て
い
る
一
つ
の
永
遠
の
行
為
に
同
様
に
応
答
す
る
。

で
あ
る
。



(3) 
工
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
の
親
近
性

モ
ズ
リ
は
、

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
著
作
忌
偽
・

3
3
g
g弘
、
宮
内

S
¥》
量
的

S
S
H
(
5
3
)
の
中
で
「
。
フ
レ

l
ロ
1
シ
ス
す
な
わ
ち
自
己
充
満
」

(
幻
)

と
い
う
概
念
が
最
も
「
独
創
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
見
方
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

次
の
二
箇
所
に
お
い
て
も
、

「
再
統
合
」

「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
」

の
概
念
に
近

フ
ォ
!
サ
イ
ス
の

の
思
想
は
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

い
か
ら
で
あ
る
。

彼
[
キ
リ
ス
ト
]
が
成
し
遂
げ
た

(ω
の
『
目
。
〈
⑦
【
円
)

」
と
は
古
い
理
想
の
実
現
で
は
な
く
、
古
い
状
態
の
再
統
合

(FO

円。門出口件。
m
E昨
日
。
白
色
白
。
E
ω
E
Z
)
で
あ
っ
た
。
彼
は
彼
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
単
に
彼

に
お
い
て
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

(
M
m
)
 

巧
S
E
E
s
-
}
。ω
ω
F
q
s
σ
0・)。

(国

σ
σ
R
m
B
o
d吾
旦

}
5
4
Sタ
自
己
ロ
2
5
2
0守
当
}
戸
川
岸
芹

彼
[
キ
リ
ス
ト
]
は
、
私
[
フ
ォ

1
サ
イ
ス
]
の
い
う
道
徳
的
再
統
合
(
『
怠
吉
宮
崎
怠

g)
の
過
程
に
よ
っ
て
、
彼
が
常
に

(
釘
)

生
命
的
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の

(
d

岳
民
F
O
色
調
宅
ω
i
s
-
-可
巧
虫
・
)
に
な
る
た
め
に
来
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
・
道
徳
的
行
為
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
が
本
来
の
神
性
に
到
達
し
た
と
い
う
意
味
と
し
て

「
再
統
合
」

(
見
込
山
口

ZE

開
門
町
凶
位
。
ロ
)
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
類
は
救
い
の
目
標
に
到
達
す
る
。
「
キ
リ
ス
ト
の
恩
寵
に
お
け
る
成
長
は
、

世
界
の
道
徳
的
危
機
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
一
の
行
為
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
救
い
の
成
長
で
あ
っ
鳩
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

救
済
史
的
に
「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
」
を
主
張
し
た
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
思
想
的
親
近
性
が
こ
こ
に
あ
る
。
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の
面
を
主
張
す
る
面
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
歴
史
と
は
、
神
を

求
め
る
人
間
の
上
昇
運
動
と
人
間
を
征
服
す
る
神
の
下
降
運
動
の
場
で
あ
的
。
そ
の
中
に
は
、
衰
退
と
発
展
、
衰
弱
と
生
命
、
中
断
と
進
歩

「
人
間
が
絶
え
ず
神
を
探
し
求
め
、
神
が
絶
え
ず
人
間
に
進
む
」
と
い
う
垂
直
面
が
あ
認
。
フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
後

ま
た
、

そ
れ
は
フ
ォ
1
サ
イ
ス
が

「
神
と
人
間
と
の
交
わ
り
」

336 

を
伴
う
水
平
面
が
あ
り
、

者
を
強
調
し
、

「
神
と
の
交
わ
り
」
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
二
っ
と
も
、
神
に
導
か
れ
た
歴
史
的
な
魂
(
任
。
。
。

E
a

}阿佐件。門戸。

ω
。ロ])

の
成
長
に
お
い
て
、
祈
り
と
応
答
、
進
化
と
霊
感
と
し
て
起
こ
る
。
宗
教
的
に
い
え
ば
、

そ
れ
こ
そ
世
界
を
造
る
二
つ
の

運
動
で
あ
る
。
:
:
:
そ
し
て
そ
れ
が
神
と
人
間
と
の
出
会
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
提
供
す
る
。
:
:
:
神
と
人
間
は
、
互
い
に
働
き
か
け
、
互
い
に

闘
争
し
、
互
い
に
交
わ
る
二
つ
の
運
動
と
し
て
出
会
均
」
。

結

び

フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
二
つ
の
面
に
お
い
て
親
近
性
を
も
っ
。

一
、
そ
れ
は

「
創
造
」
を
「
継
続
的
創
造
」

の
働
き
と
し
て
見
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
創
造
思
想
の

(
削
)

そ
の
特
徴
は
、
「
キ
リ
ス
ト
の
蹟
罪
的
働
き
」
の
強
調
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
悲
劇
的
に
到
来
し
た
「
新
し
い
創
造
」
(
号
巧

「
継
続
的
創
造
」

の

面
に
注
目
す
る
と
、

qom伊
丹
目
。
ロ
)
と
い
う
理
念
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

「
キ
リ
ス
ト
と
結
ぼ
れ
る
人
は
だ
れ
で
も
、
新
し
く
創
造
さ
れ
た
者
な
の
で
す
」

(
H
コ

リ
ン
ト
五
・
一
七
、
新
共
同
訳
)
。
新
し
い
創
造
の
源
泉
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
は
蹟
い
主
と
し
て
「
新
し
い
創
造
主
」

(
肌
)

(
Z。
巧
わ
『

g
Z円
)
で
あ
る
。
新
し
い
人
類
は
究
極
的
に
聖
な
る
噴
い
主

(gq同
色
2
B
q
)
の
行
為
の
中
に
存
在
す
る
。
人
間
の
側
で
は
、

(
印
)

「
新
生
と
し
て
の
思
寵
に
よ
る
義
認
と
、
コ
ン
ヴ
ァ
!
ジ
ョ
ン
と
し
て
信
仰
に
よ
る
義
認
」
が
起
こ
る
が
、
神
の
側
で
は

(m) 

し
い
創
造
と
そ
の
喜
び
」

(
8
5
S
E
S巧
q
g位。ロ
ω豆
町
宮
古
可
)
に
な
る
。

「
絶
え
間
な
い
新



二
、
そ
れ
は
受
肉
し
た
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
に
お
け
る

「
再
統
合
」
と
い
う
理
念
に
見
ら
れ
る
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
神
学
に
お
い
て
、

ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

l
シ
ス
」

(
再
統
合
、
要
約
)
と
い
う
概
念
は
中
心
的
テ

1
マ
で
あ
る
。

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
『
異
端
反
駁
』

で

[
み
こ
と
ば
]
は
あ
る
時
に
受
肉
し
、
人
と
な
っ
た
が
、

そ
の
時
に
は
人
間
の
長
い
歴
史
を
自
ら
の
う
ち
に
再
統
合
し
た
」

と一一百〉つ。

ー
サ
イ
ス
は
、
受
肉
し
た
キ
リ
ス
ト
の
成
長
の
歴
史
を
「
道
徳
的
再
統
合
の
歴
史
」

S
E位
。
弓
ぇ

B
R包
お
仏
吉

Z
m
g
t
g
)
と
呼
ん
で
次

「
漸
進
的
な
道
徳
的
征
服
に
よ
る
彼
の
回
復
の
歴
史
で
あ
り
、
お
ど
ろ
く
べ
き
道
徳
的
行
為
に
よ
っ

の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、

て
彼
が
出
て
き
た
[
あ
の
神
の
]
存
在
様
式

(
E
C号
え
宮
宮
間
)

そ
れ
は
再
征
服

(
5
8
2
5巳
)

で
あ
る
」
。

の
回
復
の
歴
史
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
は
そ
れ
と
同
じ
文
脈
に
お
い
て
、
人
間
性
を
意
識
す
る
神
が
同
様
に
神
性
を
意
識
す
る
人
間
と
な
っ
た
こ
と
を
、

(
g
B宮
口
岳
。
日
)
道
徳
的
行
為
と
見
て
い
る
。

「
要
約
的
な
」

」
の
よ
〉
つ
に
、

「
再
統
合
」

と

(『め門出口一志向同
.mHE。
ロ
)

「
要
約
的
な
」

フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
、

(
8
5唱。ロ【出。ロ
ω)

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、

「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ

1
シ
ス
」

そ
の
起
源
は
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

の
概
念
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

(
1
)
k
r
・
冨
・
出
c
E
R

、-MJN勺
ミ
師
、
$
~
足
、
〔
リ
ミ
尽
き
ミ

h廷のミ悼
wωny向
pgpHSλFH)・
口
・
邦
訳
、

A
・
M
-
ハ
ン
タ
ー
『
フ
ォ

1
サ
イ
ス
と
現
代
』
渡

辺
省
三
訳
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
七
九
年
、
一
四
頁
。

(2)
何
日
出
回
E
D
D
q
w
bミミ詮山内、・・
N
ミ
出
s
s
s
s
h
Sミ
恐
喝
悼

Q
N一
S
H史的
hNass-
叶

t
E
D向。一口一』
-n・回・宮。
F
F
S
N戸
∞

-N2・
英
訳
で
は
次
の
よ
う
に

「
真
理
」
と
い
う
言
葉
が
補
わ
れ
て
い
る
。

E
H出
足
。
言
。

g
B
2位。
g
g
g
2ロ
可
E
Z・
8
円四件。

E
5
4司
d『E
。
F
Z
-。ロ
m
ω
g
d『E
岳
・
英
訳
、
開
富
山
]

∞E
B
o
n
同
出
向
ミ
ミ
ミ
ミ
-huH一
ミ
ヱ
¥HE内
心
ミ
S
N
U
R
N
S内
ミ
.
号

S
S
H
S芯
司
令
弘

S
W
5
5・
0
T⑦
巧
可
。

P
3
0
E
5
H・3
2
F
H】円。
gw
同∞
ω吋

w
ア彼

フ
オ
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同
)
・
N
S
・
こ
の
書
物
の
扉
に
は
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
英
訳
本
の
序
文
の
冒
頭
に
は
モ
ズ
リ
に
よ
っ
て
フ
ォ

l
サ
イ

ス
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(3)
興
味
深
い
こ
と
は
、
ガ
ン
ト
ン
が
既
述
の
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
定
義
を
フ
ォ

1
サ
イ
ス
に
適
用
し
た
こ
と
で
あ
る
o
h
c
-
E
の
ロ
ロ
Z
P
J
d
o
問
。
包

g
p
o
問
。
門
戸
O
B
℃
牙
R
3
3
1
F
S
E
岳
耳
石

8
2
4
2巳
CE--wE一叶・出Eω円ユ.件丈門ス(宮。怠仏
ε).~、守ミs旬急円足号凡吟言内R偽円忌旨雪偽一一守「守、ミ柚ミミh足偽ミQ塁芯ミh札去叫之(。
)s~守可ミ雫ミ内い宅~同b伺忽毎伺史話門QNぎい漬訪。s芯叫忌詮言偽己同h、吐$貯Qs芯ミ札

同忌出s~守。h匂可ミミ.同、足】d偽ミ号叫な偽ミ、同吋コ

し
て
い
る
。
「
思
想
の
流
と
講
演
の
内
容
に
対
し
て
そ
の
出
所
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
『
わ
た
し
の
持
っ
て
い
る
も
の
で
、
[
先
達
か
ら
]
も
ら
っ
て

い
な
い
も
の
が
あ
る
か
』
[
a
I
コ
リ
ン
ト
四
・
七
]
と
い
う
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
」
と
フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
言
う
。
司
・
叶
-
F
V
2
1
F
豆町
3
3
g

g
弘
、
E
S
ミ
-
h
s
s
g
S
F
d
昂
巴
岳
包
問
。
問
。
「
B
a
n
E
C
R
F
H
S
P
℃
・
品
目
(
以
下
、
3
3
3
と
略
記
)
。

(4)
司・
H
，
・
3
3
1
F
N
ぜ
た
立
ミ
司
、
s
n
pさ
h
h
g
門
戸
ミ
ミ
尽
き
足
言
h
炉
問
。
門
E
q
m
ロ
【
Z
z
c
m
F
E
P
5
0
吋己
-
N
印
。
・
(
楠
本
史
郎
訳
『
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
説
教
論
』

ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
九
七
年
、
二
四
二
頁
)
。

(5)

こ
の
表
現
は
『
異
端
反
駁
』

-w
・
六
・
四
の
な
か
に
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
〈
巧
答
。
三
。
。
子
山
、
g
g
g♀
E
5
4
弓
白
色
・
〉
と
い
う
英
文
を
使
つ

て
い
る
。
日
本
語
訳
は
次
の
訳
書
か
ら
の
引
用
。
日
よ
己
d
-
-
r
F
K
A
同
凡
位
。
ミ
ミ
S
S
S
ミ
吋
p
s
h
p汗
ー
『
さ
き
ι
1

号
、
ミ
ミ
n
s
h
一S
N
N
S
註
待
。
、
食
器

吉

岡
U

司
註
さ
さ
罫
芦
田
g
g
h
r
ω
の
F
g
z
p
H
由
。
∞
-
U
・
ぉ
・
(
大
木
英
夫
・
清
水
正
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
I
|
|
古
代
か
ら
宗
教
改
革
ま
で
』
白

水
社
、
一
九
九
七
年
、
九

O
頁
(
以
下
、
『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
I
』
と
略
記
)
)
。

(6)
』
。
}
冨
目
。

r
hミ
N
g
h
s
スU
ミ
ミ
h
S
肉
、
向
。
N
N
S
F
S
a
b
-
N日
C

(

以
下
、
同

-c・
h
・
と
略
記
)
。

(7)
し
か
し
、
ヒ
ッ
ク
の
思
想
は
注
意
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
に
は
神
学
上
の
転
換
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
間
瀬
啓
允
に
よ
れ
ば
、
「
十
年
間

の
思
索
と
実
践
の
す
え
に
」
、
つ
ま
り
、
神
学
上
の
転
換
に
よ
っ
て
ヒ
ッ
ク
は
宗
教
多
元
主
義
者
に
な
っ
た
。
一
九
八

0
年
代
の
ヒ
ッ
ク
の
著
書

に
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
『
宗
教
が
つ
く
る
虹
|
|
宗
教
多
元
主
義
と
現
代
』
間
瀬
啓
允
訳
、
岩
波
書
庄
、

一
九
九
七
年
、
二
九
五
頁
。
旦
ヒ
ッ
ク
は
『
神
は
多
く
の
名
前
を
も
っ
』
と
い
う
書
の
ま
え
が
き
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後

述
の
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
言
う
「
神
」
と
は
違
う
。
「
神
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
や
礼
拝
堂
の
な
か
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
、
イ
ス
ラ
ム

教
寺
院
、
シ
ク
教
寺
院
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
寺
院
の
な
か
で
も
、
異
な
り
は
し
て
も
重
な
る
心
像
を
介
し
て
礼
拝
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
る
こ

と
は
、
そ
の
神
が
ま
さ
し
く
人
類
全
体
の
神
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
親
し
い
同
族
だ
け
の
神
で
は
な
い
、
と
新
た
な
方
法
で
知
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
」
と
。

J
・
ヒ
ッ
ク
『
神
は
多
く
の
名
前
を
も
っ
|
|
新
し
い
宗
教
多
元
論
』
間
瀬
啓
允
訳
、
岩
波
書
属
、
一
九
九
八
年
、
…
m
頁。

338 



ば川』円ヤーホムヤH4Kヤ令l
』円hいA山

mm

(
∞
)
+
<
蜘
般
I
r
(
'
¥
キ
マ
ー
令
ヤ
?
く
』
巴
*
時
羽
田
端
困
担
当
至
I
T
@
:
'
1
 ~K
同
社
，
1
 111 gr
回。

(
∞
)
 
Robert Benedetto

，
 
P. 
T. 
Forsyth Bibliograthy a

n
d
 lndex，
 
G
r
e
e
n
w
o
o
d
 Press
，
 
1993
，
 
p.90. 

(
ヨ
)
P. T. Forsyth

，
 
The Church a

n
d
 Sacrament

，
 
Independent Press

，
 
1917
，
 
p.211 
(五
iι
，
5
α
craments --'V笹田)。

(
口
)
Ibid.
，
 
p.180. cf. 

+
<
何
世
f('¥
守
マ
ー
ヰ
ト
ヤ
?
く
な
副
平
己
主
司
K纏
震
が
』
岡
兵
rr)t1'

t咲
1~葉

緋
+
<
ミ
ト
1
t
:
司
令
41f
1
 ~
~
~
ユ
叶
'
g
r
同
岡
(
。

(~) 
Ibid.
，
 
p.22
1. 

(
白
)
P. 
T. 
Forsyth
，“
Revelation a

n
d
 the P
e
r
s
o
n
 of Christ，" 

in: 
Faith a
n
d
 Criticism: Ess

α:ys 
by 
Congregationalists

，
 Sa
m
p
s
o
n
 L
o
w
 

M
a
r
s
t
o
n
，
 
1893
，
 
p.135. 

(
ヨ
)
哩
蝶
輔
わ
<
I
r
吋
ャ
ム
ト
ャ
+
マ
?
く
e
桜
焼
以
走
糾
』
司
王
割
ギ
，
110011
制-'
1
 K回。

(
出
)
吋
ャ
ム
ト
ヤ
守
マ
?
く
『
醐
(
護
lぱ
醤
』
田
・
111
・
1
一
回
・
111
・
11
0
 

2:fドJ
ぷ
E
;
;
-
4
小
羽
田

4尋
問
g
~
ì
年1駆
小

o
-¥ヤ
';:"'.K
ム
部
報
令
〈
榊
社
蝶
∞
¥
円

『
吋
ヤ
ム
ト
ヘ
ャ
守
マ
?
く
の
・
醐
(
護
lば
巡
回
』
訴
状
題
，
1
 ~~
~
社
。
社
'
;
:
"
'
.
~
く
ム
詩
語
講
話
令
<f栴
と
輔
の
\
ロ
『
吋
ヘ
ャ
ム
ト
ャ
守
マ
?
く
叩
・
醐
(
提
出
巡
回
』

将
わ
〈
題
，
1
1
0
0
0
叶。

(;8) 
H
i
c
k，
 E. 
G. 
L.， 
p.247. 

(
入
、
~
.
.
，
9
ム

1
~
\
~
 E;; 

~J E
;
;
-
4
小
羽
田
実
.
l
p
~
穏
母
ド
ユ
~
i
ミ
F

トJ
~
2:f叫ムJ

õ\
も
と
2
0
ユ
ド
題
￡
ド
ユ
ぉ
ユ
ト

J
--'V~1*

~
櫨
~
4
守
的
。

cf.
A. M
.
 H
u
n
t
e
r，
 
Op. cit.， 
p.25.
腿
烈
揺
，

111~コ回(。

(
口
)
P. T. Forsyth

，
 
The ]ust折

cα
tion
01 God: Lecture lor War-time on a

 Christian Theodicy，
 
Charles Scribner's S

o
n
s
，
 1916
，
 
p.54 
(2:f1ιF 

]ustijic
α
tion --'V笹

Ilj;hl)。

(~) 
H
i
c
k，
 
E. 
G. L.， 
p.248. 

(~) 
(
'
\
守
マ
ー
令
ヤ
?
く
~
-
<
~
岳
会
主
社
'
;
:
"
'
.
~
く
ム
講
話

(anthropocentric
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。
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o
z
l
e
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T
h
e
官
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of D
r
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Forsyth
，
 
Person
，
 
p
.li. 

(尽)
Forsyth
，]ust♂
cation
，
 
p.109. 

(~) 
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，
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，
 Independent Press，1
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<
阿
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話
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ヰ
ミ
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F
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f
W
a
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L
o
n
g
m
a
n
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r
e
e
n
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n
d
 Co.
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i
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，
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m
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h
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0
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p.240. 

(お)
P. T. Forsyth

，
 
G
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 the Holy Rα

ther，
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，
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p.3. 

(お)
Forsyth，
 
]ustiβ
cation
，
 
p.109. 

(gs) 
William A
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a
r
r
o
w
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，
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n
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u
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e
n，
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l
d
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.
 M
a
c
Kin
n
o
n
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n
d
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e
d
e
m
p
t
i
o
n，" 
in: T. Hart (ed.)

，
 
op. cit.， 
p.106. 

(沼)
F
o
r
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，]ust
併
cation
，p.230. 

(お)
H
i
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E. G. L.， 
p
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(お)
Forsyth
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め
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mwE
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ωEAF・

(
必
)
円
。
出
口
の
ロ
ロ
Z
P
。℃・巳
f
u・2
・・

(MH)
司。『
ω
1
F
h
N
h
a
s
s
S
F
忍
-HN中。・

(
日
制

)
E
E
-
b・尽印・

(必
)
F
E・
フ
ォ

l
サ
イ
ス
は
他
の
箇
所
で
、
「
新
し
い
創
造
は
第
一
の
創
造
よ
り
も
っ
と
大
き
い
」
と
言
う
。

FE--
司・

8
・

(
幻
)
司
。
3
1
F
司
ミ
ゐ
-H
ゴ・

(
必
)
司
。
『
ω
3
F
h
N呂
町
志

S
足。
P
司・、吋品・巳・司・、『・司。
H

・ω山、
p
w
Mコ
宮
司
、
ミ
ミ
丹
念
向
。
。
¥
k
A抽

h
s。
ミ
守
~
』
「
ミ
同
ミ
ミ
な
ミ
宮
町
内
、
司
令
S
H
F
-切
hN暗
号
立
守
む
き
同

hRVのな
HF

同ロ円同ゆ唱。ロ門目。ロ門司『め
ωωw
一戸也日
NWH}-AFOAF-

(却

)
3
2三
r
E
a
s
s
S
F
司・

8
・
「
第
一
の
創
造
の
背
後
で
神
は
常
に
新
し
い
創
造
主
で
あ
っ
た
」
と
フ
ォ

1
サ
イ
ス
は
述
べ
て
い
る
o
H
E
P
-
七・

8
・

(印

)τ}百
回
・
問
。
己

m
qタ
忌
偽
忌
ミ
。
巳
ミ
NJM2・
3
3
H警
忌
ぬ

Q
2
3
¥
n
p立
的
司
令
ミ
忌
ぬ
同
s
s
sミ
ミ

cミ
L
E
8
8【目。口百円
g
p
H
S
F
H】・
5
0・

(日

)
3
2
ユr
h
S
H
S
S
S
F
司・三・

(
臼
)
司
。
B
3
F
司
令
メ
ヨ
-
H
怠ふ・

(
日
)
問
。
3
3
F
V的H
S
s
s
p
-
v・5
0・
ハ
ン
タ
ー
は
、
フ
ォ

1
サ
イ
ス
の
同
起
こ
S
H
S
S立
ミ
ミ
ロ
ミ

(
5
5
)
の
第
三
章
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

「
単
に
進
化
論
的
な
過
程
だ
け
が
、
人
類
の
道
徳
的
悲
劇
に
公
正
に
対
応
し
、
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
人
類
の
傷
を
癒
や
し
う
る
の
で
は
な
い
。

必
要
な
こ
と
は
、
歴
史
に
お
け
る
神
の
聖
な
る
贈
罪
行
為
、
す
な
わ
ち
、
第
二
の
創
造
、
新
し
き
人
類
を
も
た
ら
す
行
為
で
あ
る
」
出
E
-
Z
F

℃
-HE・
渡
辺
訳
、
一
七

O
頁。

(M)
回目。
F
同・の
-h-w匂
-
N
h
p
m
y

(
日
)
大
木
英
夫
、
『
組
織
神
学
序
説
』
、
三
九
八
頁
。

(
日
)
「
か
た
ち
」
と
「
類
似
性
」

l
l
創
世
記
一
・
一
一
六
の
へ
プ
ラ
イ
語
の

R
F
B
と
含
自
己
は
通
常
は
同
意
語
の
反
復
と
見
な
さ
れ
て
い
る
用
語
で
あ

る
。
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
こ
の
よ
う
な
聖
書
の
用
語
法
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
は
お
ら
ず
、
二
つ
の
語
の
聞
に
明
確
な
区
別
を
設
け
て
い
る
。

こ
の
語
義
上
の
区
別
は
、
既
に
、
七
十
人
訳
聖
書
に
お
い
て
路
町
田
と
母

B
Eが
ゆ
持
。
ロ
と

Z
B
a
g町
、
す
な
わ
ち
、
「
か
た
ち
」
と
「
類
似
性
」

と
翻
訳
さ
れ
た
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
「
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
こ
の
用
語
法
を
受
け
継
い
で
い
る
」
と
鳥
巣
義
文
は
言
う
。
鳥
巣
義
文
、
前

掲
書
、
九
一
頁
。
丘
・
』
。
話
芸
司
・
∞

E
F
ω
・』・(叶
5
5・Y
持
ヤ
ミ
ミ
ミ
門
司
、
。
ミ
ミ
$
?
山
』
v
g宮
町
民
句
、
さ
む
の
松
宮
h
w
gロロ
ω片岡
4
2
P
呂町
N・℃
-HN0・
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(
貯
)
『
異
端
反
駁
』
四
・
三
八
・
三
。
小
高
毅
編
『
原
典
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
I
』
教
文
館
、

(
日
)
鳥
巣
義
文
、
前
掲
書
、
九
二
頁
。

Q-d--山岳・

8
・。伊丹
-
w

同
)
・
ぉ
・
大
木
訳
、
九
二
頁
。

(
印
)
『
異
端
反
駁
』
四
・
三
八
・
二
。

(ω)
『
異
端
反
駁
』
四
・
三
八
・
二
。

(
日
)
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
『
使
徒
た
ち
の
使
信
の
説
明
』
小
林
稔
・
小
林
玲
子
訳
、
『
中
世
思
想
原
典
集
成
I

初
期
ギ
リ
シ
ア
教
父
』
平
凡
社
、

九
五
年
、
二
一
二
頁
。

Q
・
ス
ミ
ス
は
、
「
ア
ダ
ム
と
エ
パ
は
子
供
と
し
て
書
い
て
い
る
」
と
言
う
。
∞
自
白
Y
8・巳
F
b・5
N・

(
位
)
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
前
掲
書
、
二
一
一
l
l
一
二
二
頁
。

(
侃
)
『
異
端
反
駁
』
四
・
三
八
・
三
。
小
高
毅
、
前
掲
書
、
一
一
三
頁
か
ら
引
用
。

(
臼
)
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
『
宗
教
の
哲
学
』
間
瀬
啓
允
・
稲
垣
久
和
訳
、
け
い
そ
う
書
房
、
一
九
九
七
年
、
九
三
頁
。
え
・

2
3
Zロ
ベ
・
ロ
ミ

z
z
p
y

思
悼
の
ミ
ミ
ミ
ミ
h
同
ミ
~
~
h
言
。
唱
さ
ま
言
同
討
さ
h
N

凡
会
当
2
5
E
ω
件
。
こ
。
冨
閉
口
。
凶
一
p
g
p
N
O
C
H
-
-者・
ω∞
'g・
(
本
多
峰
子
訳
『
神
は
悪
の
問
題
に
答
え

ら
れ
る
か
』
教
文
館
、
二

O
O
二
年
、
一

O
二
頁
。

(
邸
)
同
庁

F
同

-m-h-b-MUG-

(
侃
)
必
〈

2
g
o
y
sひ
S
S
は
「
ま
と
め
る
」
、
「
要
約
す
る
」
、
「
総
括
す
る
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
。
『
ギ
リ
シ
ア
語
新
約
聖
書
釈
義
事
典
I
』
教
文
館
、

一
九
九
三
年
、
一
工
ハ
頁
。
「
ア
ナ
ケ
フ
ァ
ラ
イ
オ
!
シ
ス
」
と
い
う
神
学
思
想
に
つ
い
て
は
鳥
巣
義
文
氏
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

(
釘
)
新
共
同
訳
で
は
、
「
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

(
侃
)
鳥
巣
義
文
、
前
掲
書
、
一

O
六
ー
一
一
七
頁
。

(ω)
鳥
巣
義
文
、
前
掲
書
、
一
五
四
ー
一
五
五
頁
。

(
初
)
『
異
端
反
駁
』
田
・
一
八
・
一
。
鳥
巣
氏
は
、
「
自
分
の
内
に
人
間
の
長
い
歴
史
を
遣
り
直
し
、
簡
略
化
し
て
わ
れ
わ
れ
に
救
い
を
示
し
た
」
と

訳
し
て
い
る
。
鳥
巣
義
文
、
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

(
九
)
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
前
掲
書
、
九
四
|
九
五
頁
。

(
花
)
『
異
端
反
駁
』
皿
・
一
八
・
二
。

(
乃
)
『
異
端
反
駁
』
皿
・
一
八
・
三
。
丘
・
鳥
巣
義
文
、
前
掲
書
、

(
丸
)
鳥
巣
義
文
、
前
掲
書
、
二
二
一
百
(
。

一
九
九
九
年
、

一
一
二
頁
か
ら
引
用
。
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